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本誌に使われている紙は、　
日本の森林を育てるために
間伐材を積極的に使用しています。

　10月１日、東京都において、森と木を活かす「グリー
ン・イノベーション・シティ」フォーラム～森と暮らし
を育み、地域活性化につなぐ「木づかい」のススメ～が
開催されました。
　このうち基調講演では、島崎信氏（武蔵野美術大学
名誉教授、NPO法人東京・生活デザインミュージアム
理事長）が、「北欧の生活デザインに学び、日本の暮ら
しの豊かさを高める「木づかい」のススメ」と題し、北欧
における木と生活の関わりについて、ノルウェーの事
例として、家具などの日用品は木製が多く、長い期間
利用されること、住宅には薪ストーブ用の煙突をつけ
ることを義務づけて間伐材などの利用を促進している
こと、生活に家具を取り込んでいく生活デザインの意
識が高いことなどについて紹介がありました。その上
で、工業製品は製造されたときが一番機能的で美しい
が、木の特性が活きるのは木の種類にもよるが伐採し
てから80年から120年後とも言われており、年月を経
たものの美しさを知ってもらい、木を使うことへの意
識を変えていく取組が重要であると述べられました。
　また事例発表では、都市部を中心に６つの自治体か
らそれぞれの木づかいの取組について発表があり、こ
のうち、宮城県東松島市からは、震災の教訓から市内
の再生可能資源（森と風と太陽）を最大限に利用し、持
続可能な地域経営の実現を目指した復興事業を展開し
ていること、その中で街や住空間で森の恵みを感じら
れる木化都市づくり、木材をはじめとしたバイオマス
資源を活用した発電への取組やC.W.ニコル氏の協力に
よる森の学校プロジェクトなどを進めていることにつ
いて紹介がありしました。
　このほか、都市と山林を有する地方都市との協定によ
る取組や、認証制度による取組などが紹介されました。
　このフォーラムは木づかい推進月間のキックオフイ
ベントとして開催されたものであり、今後、このよう
な「木づかい」の取組がさらに広がっていくことが期待
されます。
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「世界遺産条約採択40周年記念シン
ポジウム」の開催について

9月12日
郡司農林水産大臣の国内出張につ
いて

9月13日
「第2回 新たな世界自然遺産候補地
の考え方に係る懇談会」の開催及び
一般傍聴について

9月19日
「第11回 聞き書き甲子園」参加高校
生と「名手・名人」の組み合わせに
ついて

9月19日
平成24年度「木づかい推進月間」に
ついて

9月28日
「平成23年度 国有林野の管理経営
に関する基本計画の実施状況」につ
いて

森と木を活かす
「グリーン・イノベーション・シティ」
フォーラム

10月１日に発足した野田

第三次改造内閣における

農林水産省の新政務三役

が決まりました。
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